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Ⅰ 予算編成方針 
 
【基本方針】 
 
【基本方針】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿武町は、住民と行政、議会がお互いの信頼関係に基づいた連携や協調のもと、単

独町政を堅持し、「選ばれる町｣になるため、より自主的・主体的な地域づくりに取り

組むとともに、地域の実情に応じた社会保障サービスや防災・減災対策を鋭意推進し

ているところである。 

特に、令和元年度策定「第７次阿武町総合計画」の基本理念である「選ばれる町を

つくる」の７つの施策の大綱に沿った各種事業の着実な実行を図るとともに、「第２

次阿武町版総合戦略“森里海と生きる町”」に沿った５つの方針についても事業化に

向けた取組を行いながら、町の将来像である「夢と笑顔あふれる『豊かで住みよい文

化の町』」を目指し、健全で計画性のあるまちづくりを進めているところである。 

国においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に引き続き万全を期す中

で、「経済財政運営と改革の基本方針２０２２」及び「経済財政運営と改革の基本方

針２０２１」に基づき、経済・財政一体改革を着実に推進することとしている。また、

令和５年度の「概算要求基準」においては、歳出全般にわたり施策の優先順位を精査

し、創意工夫による徹底した歳出削減と効率化を図り、可能な限り歳出の抑制を図る

こととしている。 

こうした状況の中、当町は現在、財政状況は健全な状況を維持しているものの、人

口減少による税収、地方交付税の減額等が予想される一方、社会保障経費をはじめ人

件費、物件費等経常的経費や公共施設の長寿命化経費も年々増加傾向にあることから、

今後は厳しい財政運営を迫られることが懸念される。そうしたことから、各政策・事

業の選択と集中を徹底し、限られた財源を最大限有効に活用することで、規律ある財

政運営を行い、住民の皆さんがより住みやすく、より豊かに、より安全に暮らせるま

ちづくりを実践し、かつ、地域内経済の好循環の実現に向けた事業展開を行うことが

必要である。 

このことを念頭におき、「まちの縁側拠点施設」等を活かした、新たな「ひと・モ

ノ・お金」の持続可能な循環型社会を構築し「稼げる町づくり」を目指すと同時に、

以前からの課題や取組検証、更には国の新たな戦略を踏まえ『阿武町らしさ』を最大

限発揮した積極的な事業展開を目指したメリハリのある予算編成に取り組み、町民や

帰郷・移住者に｢選ばれる町｣をつくるための諸施策について、職員が一丸となり参加

・参画しながらオール阿武町で取り組み、事業化を図っていくこととする。 
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【基本的視点】 

令和５年度は、総合計画や総合戦略の４年目の年であり、目標達成に向けた各種施策

を着実に推進するとともに、長期化するコロナ禍をはじめ、世界的な原油価格・物価高

騰等による町民生活の支援や地域経済の回復、デジタル化への対応をはじめとした将来

への投資等に取り組んでいくことが必要である。また、少子高齢化による人口減少問題

をはじめとした多くの行政課題について、着実に解決へと導く施策を進めるため、本町

の行政課題・財政状況を職員一人一人が深く認識し、全ての事業について、その必要性

を検証し、コスト意識を持って施策の優先順位を洗い直すとともに、創意工夫と柔軟な

発想により積極的な事業の合理化・効率化を進め、特に、『阿武町らしさ』を盛り込ん

だ「稼げる町づくり」を具体化する積極的な予算編成を行うとともに、下記の事項に留

意する。 

■「第７次阿武町総合計画」の推進 

「第７次阿武町総合計画」の４年目の年度に当たることから、過去の取組状況及び実

績等を十分に検証の上、新しいまちづくりを着実に前進させるため、引き続き関係各課

及び団体等と緊密な連携・調整を図りながら、その目標実現に向け諸事業を推進する。

特に、令和５年度に実施を予定している事業については、漏れなく当初予算で頭出しす

る。 

■「第２次阿武町版総合戦略」の推進 

「第２次阿武町版総合戦略」についても、総合計画と同様、４年目の年度を迎えるこ

とから、これまで実施してきた各プロジェクトについてＰＤＣＡサイクルにより効果や

改善点等を十分に検証の上、引き続き「仕事」「つながり」「住まい」「連携」の４つ

の基本目標を実現するために各課が連携し、着実に事業を推進する。 

■新型コロナウイルス感染症、原油価格・物価高騰対策等への対応の推進 

新型コロナウイルス感染症対策、原油価格・物価高騰対策等を含めた施策の検討、必

要な経費を計上する。 

■デジタル化の推進 

「光ファイバ通信」を活用した、デジタル社会を目指すための施策の検討、必要な経

費を計上する。また各所属の事務負担軽減を推進するため、デジタル化による施策を検

討する。 

■行財政改革の推進 

「第８次阿武町行政改革大綱」を踏まえ行財政改革を徹底して推進するとともに、引
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き続き事務事業の見直し、組織・機構の見直し、経費の節減合理化などの改革措置を講

じ、歳出の圧縮を図る。また、事務事業の集中化、簡素・省略化、廃止などに積極的に

取り組む。 

■職員の意識改革 

職員一人ひとりが、常に危機意識と改革意識或いはコスト意識を持ち、業務の意味を

原点から見直し、必要のないものは排除し、必要なものに力点を置き、効率的かつ重点

的な事務事業の進め方を検討しつつ、あらゆる改革を進める。 
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Ⅱ 予算の概要 

 

１ 予算の規模（一般会計、特別会計） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 歳入の状況（一般会計） 

 

【町 税】 

新型コロナウイルス感染症の影響からの経済活動の正常化、回復を考慮し、全体で対

前年度比１１８７万６０００円増(４.６％)の２億６８４０万２０００円としています。 
 

 

【地方譲与税】 

国の令和５年度地方財政対策の概要によると、地方譲与税総額は対前年度比０.１％増

となっていますが、当町における森林環境譲与税見込み額の算定によると、対前年度比

２３万８０００円減となり、全体で０．６％減の４００７万６０００円としています。 

 

 

【法人事業税交付金】 

制度改正による影響、及び新型コロナウイルス感染症の影響からの経済活動の正常化、

回復を考慮し、対前年度比５１０万５０００円増(６７１．７％)の５８６万５０００円

としています。 

 

 

 一般会計と特別会計を合わせた予算規模は、４７億２８３７万３０００円で、前年度

当初予算４７億３１７１万５０００円に比べ、３３４万２０００円減少（▲０.１％）

しています。 
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【地方消費税交付金】 

景気の動向等を踏まえ、増収を見込み、全体で対前年度比１７０万円増(３.３％)の 

５３２０万円としています。 

なお、引き上げ分に係る地方消費税収は、全て社会保障施策に要する経費に充てるこ 

とと地方税法に明記されており、増収分については、今年度も障害者（児）通所支援事 

業、児童手当等に充当することとしています。 
 
 
【地方交付税】 

国の令和５年度地方財政対策の概要によると、地方交付税総額は対前年度比１.７％増 

となっておりますが、当町における地方交付税見込み額の算定により、対前年度比２億 

円増（１３．３％）の１７億円としています。 

 

 

【国庫支出金】 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の減額により、全体で対前年度比 

1億１７１６万６０００円減（▲３７％）の１億９９７８万５０００円としています。 

 

 

【県支出金】 

水産物供給基盤整備事業費補助金や出産・子育て応援交付金等の増額により、全体で 

対前年度比１６５３万８０００円増（８.５％）の２億１２０８万円としています。 

 

 

【繰入金】 

一般単独道路事業費の財源として公共施設整備基金から、観光経費の財源として観光

施設等整備基金からの繰入を行います。全体で対前年度比１億１６９１万２０００円減

（▲６６.８％）の５８０３万円としています。 

 

 

【町 債】 

過疎対策（障害者グループホーム建設）事業債、過疎対策（保育園改修）事業債及 

び緊急防災・減災（消防合同指令室システム整備）事業債等の増額により、対前年度比 

４７７０万円増（１７．９％）の３億１４７０万円としています。なお、令和５年度末 

の町債残高は、令和４年度末見込に比べて 

８７２８万４０００円増（４．２％）の２１億７７２７万８０００円となる見込みです。 
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３ 歳出の状況（一般会計） 

 

【人件費】 

職員の退職手当にかかる組合負担金の増加、会計年度任用職員の増員等により、対前

年度比２６８６万４０００円増（４.４％）の６億３７９６万８０００円としています。 

 

 

【扶助費】 

障害介護給付費及び障害児介護給付費の減額により、対前年度比４７５万５０００円 

減（▲１.８％）の２億６２３２万３０００円としています。 

 

 

【公債費】 

直近に発行した過疎債などの順次償還が開始したことによる償還元金の増額により、

対前年度比９９９万５０００円増（４.５％）の２億３２７５万円としています。 

 

 

【物件費】 

基幹系システム各種税納付書ＱＲコード対応、無角和種との出会い創出プロジェクト

事業等の完了に伴う減額により、対前年度比４５５万８０００円減（▲０.６％）の 

７億８６９６万円としています。 

 

 

【補助費等】 

阿武町町内事業所 V 字回復応援事業及び集落営農法人連合体形成加速化事業補助金 

の減額により、対前年度比３６９０万９０００円減（▲９.６％）の 

３億４５６７万７０００円としています。 

 

 

【繰出金】 

漁業集落排水施設機能保全改築事業の実施による漁業集落排水処理事業特別会計繰出 

金の増額及び光熱水費の高騰による簡易水道事業特別会計繰出金、農業集落排水事業特 

別会計繰出金の増額により、全体で対前年度比９４４万８０００円増（３.０％）の 

３億２７４２万５０００円としています。 

 

 

【普通建設事業費】 

のうそんセンター改修事業及び道の駅改修事業、1/4worksシェアハウス改修事業の減

額の一方で、みどり保育園改修工事や障害者グループホーム建設事業等による増加によ

り、全体で対前年度比５３５８万円増（１０．８％）の５億４９９１万８０００円とし

ています。 
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Ⅲ 政策的課題への対応 

１ 誇りと活力のある仕事づくり（産業／経済／労働／雇用／働き方） 

 

新規 農業支援員設置事業（Ｒ５）                 ３，７９０千円 

   無角公社において飼養管理を中心とした支援員を配置し、無角和種振興に伴う課題 

解決を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 集落支援員設置事業（Ｒ５）                 ４，４２７千円 

 集落支援員を設置し、阿武町の特産品といえる無角和種を中心とした畜産の振興を 

図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 農業生産力等機能強化対策事業（Ｒ４～）            ３，１００千円 

土地区ほ場の整備構想作成及び集団化事業（登記簿調査等）を実施し、土地区ほ場

整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

継続 農地中間管理機構関連農地整備事業（Ｒ４～）    事業費 ６９，８００千円 

うち阿武町負担 ５，２３５千円 

   県営奈古地区農地中間管理機構関連農地整備事業に対して町負担金を負担し、ほ場

整備によりキウイフルーツモデル園地の造成による特産品栽培に対する支援及び省力

化と効率的な農業を推進します。 

 

 

 

 

 

■農地中間管理機構関連農地整備事業負担金    ＜担当課：農林水産課＞＜P104＞ 

 ・事業内容  ほ場整備にかかる事業負担金 

 ・事業主体  山口県 

 ・負担区分  国 62.5% 県 30% 町 7.5%     

■農業支援員設置に要する経費           ＜担当課：農林水産課＞＜P102～P104＞ 

・事業内容  農業支援員(１名)の報酬・活動費 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■集落支援員設置に要する経費          ＜担当課：農林水産課＞＜P102～P104＞ 

・事業内容  集落支援員(１名)の報酬・活動費 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■農業生産力等機能強化対策事業委託料      ＜担当課：農林水産課＞＜P104＞ 

・事業内容  整備構想作成及び集団化事業   (土地区) 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  県 50% 町 50% 
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継続 新規農業就業者定着促進事業（Ｒ５）              １，６００千円 

   技術研修、就業後の定着までの一貫した支援の強化を図るとともに、新規就農者が

定着するしくみを構築するための必要な支援を行い、新規就農者の確保対策を強化し

ます。 

 

 

 

 

 

 

継続・拡充 がんばる農林水産業就業・経営等支援事業（Ｒ５）    ６，１８０千円 

   認定新規就農者、法人就業者、認定農業者等に対し、就業・経営に係る経費に対し

支援を行い、就農初期の生活に対する不安解消や機械等の購入や整備を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新規就農者定着促進事業補助金        ＜担当課：農林水産課＞＜P104＞ 

・事業内容  新規就農者の研修受入農業法人への助成 

・事業主体  農事組合法人 

・負担区分  県 50% 町 50% 

■がんばる農林水産業就業・経営等支援補助金  ＜担当課：農林水産課＞＜P104＞ 

・事業内容  就農初期における生活基盤の確立及び環境整備の補助 

●就業準備金 50,000円(1人につき1回) 

●家賃補助  20,000円(月額上限)(月額1/2以内、最長3年間) 

●UIJターン家族就業支援 1人の場合 月額 5,000円(最長3年間) 

2人の場合 月額10,000円(最長3年間) 

3人の場合 月額15,000円(最長3年間) 

※18歳未満の扶養家族がある就業者に対し支給 

●農業大学校就学支援（奨学金給付） 年額200,000円（最長2年間） 

（入学時60歳未満の者、卒業後阿武町内に住所を定め3年以上就農すること）  

●農業大学校就学支援（生活支援補助金） 年額900,000円（最長2年間） 

（入学時60歳未満の者、国や県による就農準備金の支援等を受けていないこと  

卒業後阿武町内に住所を定め3年以上就農すること） 

●就農開始支援（最長2年間） 

 就農時40歳未満の者 年額900,000円 

 就農時60歳未満の者 年額450,000円 

（国県の補助の対象とならない方、自営農地等を維持する農家の後継者）  

●営農継承支援 300,000円(上限) 

※研修費、農具費、資材費、修繕費、資格取得費の1/2以内 

(販売金50万円以上の農業経営を継承した人) 

●農業経営確立支援 

 認定農業者 上限100万円 

  ※農業用機械、施設、農作物の加工機械等の1/3以内 

新規認定農業者 上限150万円 

※農業用機械、施設、農作物の加工機械等の1/2以内 

          認定農業者・新規認定農業者 上限50万円 

※新品種、栽培技術導入費の1/2以内 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100%  
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新規 新たな農業加工のための施設整備事業（Ｒ５）         １，０００千円 

    福賀漬物部会が行う、福賀すいかの幼果の粕漬け作業場として、旧給食調理場の改 

修を実施し、特産品生産の支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

継続  集落営農法人連合体形成加速化事業（Ｒ４～）        ９，７３５千円 

集落営農法人連合体に必要な機械の購入に対する補助を行い、農作業の効率化・省

力化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 資源循環型肉用牛経営育成事業（Ｒ５）            ２，２５８千円 

   育成牛舎の整備のための助成を行い、無角和種の肉質、体質改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続・拡充 有害鳥獣対策事業（Ｒ５）               １，６７６千円 

国の補助対象とならない有害鳥獣対策を町単独により支援し、農林業の被害防止を 

図ります。また、狩猟免許取得奨励事業を実施することで、猟友会員の担い手を確保 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資源循環型肉用牛経営育成事業補助金     ＜担当課：農林水産課＞＜P106＞ 

・事業内容  畜舎整備（育成牛20頭増頭） 

 ・事業主体  無角和種振興公社 

 ・負担区分  県 25% 町 25% 事業主体 50% 

■町有害鳥獣対策事業補助金           ＜担当課：農林水産課＞＜P112＞ 

・事業内容  ●有害鳥獣侵入防止柵等設置事業 

ｲﾉｼｼ用ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ、ｲﾉｼｼ用電気柵、ｻﾙ用電気柵、 

獣類用ﾈｯﾄ柵、ｲﾉｼｼ用波板ﾄﾀﾝ柵設置に対する補助 

        ●小型箱わな購入費補助事業 

●狩猟免許取得奨励事業 

         狩猟免許講習会受講料、狩猟免許申請手数料の補助 

・事業主体  町内において農業を営む農家 

・負担区分  有害鳥獣侵入防止柵等設置事業、小型箱わな購入費補助事業  

町 50%以内、残額は受益者負担 

狩猟免許取得奨励事業 町 100% 

■旧福賀給食調理場改修工事          ＜担当課：農林水産課＞＜P108＞ 

・事業内容  トイレ改修、水栓取り替え、不要な冷蔵庫撤去 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100%  

■集落営農法人連合体形成加速化事業補助金   ＜担当課：農林水産課＞＜P104＞ 

・事業内容  ほ場均平作業機、農業用ドローン導入補助 

・事業主体  連合体 

・負担区分  県 33.3% 町 33.3% 連合体 33.3% 
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継続 林業支援員設置事業（Ｒ５）                 ８，５３４千円 

   地域おこし協力隊の制度を活用し、自伐型林業を実践する林業支援員を採用し、モ

デル林整備と研修会を通じて、３年間で自伐型林業の施工技術や森林経営、知識の向

上に努めるとともに、地域への適正等も見極め、隊員期間満了後に地域に定住できる

よう必要な支援を行い、町の基幹産業である林業における慢性的な担い手不足の解消、

地域の活性化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

継続 間伐材魚礁整備事業（Ｒ５）                １０，０００千円 

   地域間伐材等を活用した人工魚礁を整備し、水産資源の保護、増殖を図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 がんばる農林水産業就業・経営等支援事業（Ｒ５）         ７６０千円 

   新規に漁業就業を志す法人就業者に対して就業環境整備補助を行い、就業初期にお

ける生活基盤を確立します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 水産物供給基盤整備事業（Ｒ４～）              ２８,０００千円 

   漁港施設の機能保全工事を行い、漁港施設の長寿命化と更新コストの平準化・縮減

を図ります。 

 

 

 

 

■林業支援員設置に要する経費      ＜担当課：農林水産課＞＜P110～P112＞ 

・事業内容  林業支援員（２名）の報酬、活動費、監理費 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■新規漁業就業支援補助金            ＜担当課：農林水産課＞＜P114＞ 

・事業内容  就漁初期における生活基盤の確立の補助 

●就業準備金 50,000円(1人につき1回) 

●家賃補助  20,000円(月額上限)(月額1/2以内、最長3年間) 

●UIJターン家族就業支援 1人の場合 月額5,000円(最長3年間) 

2人の場合 月額10,000円(最長3年間) 

3人の場合 月額15,000円(最長3年間) 

※18歳未満の扶養家族がある就業者に対し支給 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■間伐材魚礁作製業務委託料、魚礁製作・沈設工事 ＜担当課：農林水産課＞＜P116＞ 

・事業内容  奈古・宇田郷沖に間伐材魚礁等３４基設置 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  県 50% 町 50% 

■漁港機能保全工事               ＜担当課：土木建築課＞＜P116＞ 

・事業内容  奈古漁港浜崎第２護岸機能保全工事 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  国 50% 町 50% 
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新規 水産物供給基盤整備事業（Ｒ５）               ４１,０００千円 

   漁港施設の機能保全工事の施行及び機能保全計画の見直しを行い、漁港施設の長寿

命化と更新コストの平準化・縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 海岸保全施設整備事業（Ｒ５）                ２２,０００千円 

   漁港海岸施設の保全工事にかかる測量設計業務等を行い、漁港海岸施設の長寿命化

と更新コストの平準化・縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 漁港単独改良事業（Ｒ５）                 ２４，７００千円 

   漁港整備工事を実施し、漁業の効率性、生産力を高め、高付加価値化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

継続 農業競争力強化基盤整備事業（Ｈ２９～）           ８，７７５千円 

整備から 40年以上経過した県営ほ場整備事業福田地区の用水路等の施設を整備更

新し、農業の生産力、競争力を高め、高付加価値化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■海岸保全施設整備事業委託料          ＜担当課：土木建築課＞＜P116＞ 

・事業内容     奈古漁港海岸 測量設計業務、宇田郷漁港海岸 事業評価業務 

・事業主体     阿武町 

・負担区分   国 50% 町 50% 

■漁港機能保全計画策定業務委託料        ＜担当課：土木建築課＞＜P116＞ 

・事業内容  奈古地区・筒尾地区機能保全計画策定業務 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  国 50% 町 50% 

■漁港整備工事                 ＜担当課：土木建築課＞＜P116＞ 

・事業内容     奈古漁港港内舗装工事、宇田郷漁港舗装補修工事、宇田郷漁港船揚

場整備工事、宇田郷漁港土砂浚渫工事、奈古漁港港内用地整備工事 

・事業主体     阿武町 

・負担区分   町 100% 

■農業競争力強化基盤整備事業負担金       ＜担当課：土木建築課＞＜P110＞ 

・事業内容     長沢地区用水路工・暗渠排水整備工事 

新立、森見藤地区揚水ポンプ、転倒ゲート整備工事 

・事業主体     阿武町                      

・負担区分     国 55% 県 30% 町 7.5% 受益者 7.5% 
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継続 起業化支援事業（Ｒ５）                   １,０００千円 

   町内で新たに起業する者に対し、起業時における初期投資等の負担を軽減するため

の支援を行うことで、起業を促し､産業の振興及び活性化並びに雇用の促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 企業誘致推進事業（Ｒ５）                  ２，０８６千円 

   阿武町への進出を希望する企業に対し、工場用地の整備やお試しサテライトオフィ

スを提供するなど柔軟かつ積極的な支援を実施し、雇用の場の確保を図ります。また、

企業誘致推進員と共に積極的なセールス活動を展開し、地縁血縁を活かした企業誘致

や起業化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 事業承継応援事業（Ｒ５）                  ３,０００千円 

   商工業者などの円滑な事業継続を支援し、地域経済の維持、発展を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 特産品開発支援事業（Ｒ５）                 ２，５００千円 

   特産品の開発及び商品化を行う者に対して支援を行い、特産品を通じて本町の魅力

を発信するとともに、地域の活性化や地場産業の振興を図ります。 

 

 

 

 

 

■阿武町起業化支援補助金         ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P118＞ 

・事業内容  飲食店、小売店、販売業等の起業経費への補助 

・事業主体  阿武町                      

・負担区分    町 50%以内(限度額50万円) 残額は受益者負担 

■企業誘致の推進に要する経費    ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P116～P118＞ 

・事業内容  企業誘致推進員の報償費、旅費ほか 

・事業主体  阿武町 

・負担区分   町 100% 

■事業承継奨励金             ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P116＞ 

・事業内容  親族承継  譲渡人100万円 

        ※第三親等内の親族(配偶者及び一親等は除く) 

第三者承継、譲渡人100万円 

譲受人 最大100万円 

(奨励金の対象経費の1/2の額、30～100万円) 

                  ※第三親等外の親族及び親族以外の第三者 

・事業主体  阿武町                      

・負担区分  町 100% 

■阿武町特産品開発支援事業補助金     ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P66＞ 

・事業内容  特産品開発、改良に要する経費への補助 

・事業主体  阿武町             

・負担区分  国 100%（限度額50万円） 残額は受益者負担 
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継続 地域内循環地方創生特別事業（Ｒ４～）           ６２，３４１千円 

   第２次阿武町版総合戦略に基づく施策を行い、持続可能な循環型社会構築を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域内循環地方創生特別事業費     ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P122＞ 

・事業内容 

●阿武町版ＤＭＯ機能強化事業 ＡＢＵキャンプフィールドを拠点とする、まちの縁 

側プロジェクト推進のため、専門家のサポートによ 

る阿武町観光ナビ協議会の機能強化等 

 ●地域通貨導入事業      地域通貨の実証試験と木の駅プロジェクトの推進、

薪ボイラーの実施設計等 

●地域内生産物消費促進事業  ＡＢＣスタイルによるＡＢＵキャンプフィールド 

テストキッチンを活用した地域内生産物の消費促 

進等 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  国 50% 町 50%  
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２ 個が尊重される生活づくり 
    （福祉／介護／医療／看護／社会保険／男女共同参画／人権） 

 

新規  障害者グループホーム建設事業（Ｒ５）          ４１，６１４千円 

 令和７年度供用開始予定の障害者グループホームの建設にかかる設計業務及び用地

取得を行い、障害者の生活拠点の整備を推進します。 

 

 

 

 

 
 
 
 

継続 あぶ健康いきいきフェスタ事業（Ｒ４～）           １，３３０千円 

 敬老の日大会と福祉スポーツ大会に替えて、７５歳以上の方と障害者の方を対象に、

あぶ健康いきいきフェスタを開催し、演芸等を実施することで、気の合う仲間が集い楽

しんでいただく機会をつくります。 

 

 

 

 

 
 
 

新規 成年後見制度利用促進事業（Ｒ５）                １７５千円 

 阿武町社会福祉協議会に成年後見制度中核機関を設置するための準備を行い、意思

決定が困難な方に対する成年後見制度利用促進を図ります。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■あぶ健康いきいきフェスタ開催にかかる経費 ＜担当課：健康福祉課＞＜P82～P84＞ 

・事業内容     対象者へのお祝いと表彰、演芸等の実施 

・事業主体     阿武町 

・負担区分   町 100% 

■成年後見制度中核機関設置推進にかかる経費   ＜担当課：健康福祉課＞＜P80＞ 

・事業内容     成年後見制度中核機関設置準備にかかる研修会等の実施 

・事業主体     阿武町 

・負担区分     国 50％ 町 50% 

■障害者グループホームの建設にかかる設計業務及び用地取得    

＜担当課：健康福祉課＞＜P80＞ 

・事業内容  設計業務及び用地取得 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 
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継続 福祉バス等助成事業（Ｒ４～）                １,２００千円 

   町営バス、デマンドタクシー等の利用運賃を助成し、阿武町に在宅の方の日常生活

の利便と社会活動の範囲を拡大し、福祉の増進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 高齢者の保健事業と介護予防にかかる一体化事業（Ｒ５）   １１，０５９千円 

   後期高齢者広域連合から委託を受けて、介護保険の地域支援事業の一部を後期高齢

の保健事業に移行し、高齢者の心身の多様な課題に対応するための実態把握、介護予

防事業を行うことで、介護予防、生活習慣病等の重症化を予防し、健康寿命の延伸を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 がん検診等インターネット（ＬＩＮＥ）システム導入事業（Ｒ５）１，０７８千円 

 がん検診等のインターネットによる予約システムを導入し、受診率向上、受診しや

すい体制づくりを整えます。 

 

 

 

 
 

 

■町営バス、デマンドタクシー等の利用運賃の一部助成 

   ＜担当課：健康福祉課＞＜P82＞ 

・事業内容  福祉バス・タクシー利用券の交付 

・対 象 者  ○75歳以上の方 

○要介護1～5の方 

○難病患者等（特定医療費受給者証・特定疾病療養受療証） 

○障害者手帳所持者(身体1～3級、精神、療育) 

○65歳以上の運転免許証自主返納者 

○妊産婦（妊娠中から産後1年まで） 

○人工透析患者 

・交付枚数    透析患者 ＠小型基本運賃×12枚／月×12月＝144枚 

            または、＠100円×76枚／月×12月＝912枚 

       その他  ＠100円×12枚／月×12月＝144枚 

・事業主体    阿武町 

・負担区分     町 100% 

■保健師等の医療専門職の人件費、送迎委託料、公用車・機器リース代等 

＜担当課：健康福祉課＞＜P82～P84、P92＞ 

・事業内容  健康課題の把握・分析、事業の企画・調整・分析、評価等を行う。 

       週１回、町内３地区において医療専門職や健康運動指導士による介護 

予防教室等を実施する。 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  後期高齢者医療広域連合からの委託料 100％ 

■がん検診、特定健診等のＬＩＮＥを使用したインターネット予約の導入にかかる経費 

＜担当課：健康福祉課＞＜P96＞ 

・事業内容  がん検診等のインターネット予約システムの構築 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  国 33.3％ 町 66.7% 
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継続 こども医療費助成事業（Ｈ２７～）              ６，３４７千円 

   満１８歳に達する日以後最初の３月３１日までの間にある者（高校生まで）に、医 

療費の自己負担分を所得制限なしで無料とし、子育てを応援します。ただし、現行の 

乳幼児医療費助成等の他制度に該当する場合はそちらを優先します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 帯状疱疹予防ワクチン接種事業（Ｒ５）              ２５０千円 

５０歳以上の方を対象に、帯状疱疹の発病及び重症化を予防するため、帯状疱疹ワ

クチン接種費用の半額を助成し、経済的負担の軽減と帯状疱疹予防対策の強化を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

継続 高齢者インフルエンザ予防接種助成事業（Ｈ３０～）      ４,２５５千円 

   罹患すると重症化する危険の高い高齢者を対象に、インフルエンザ予防接種料を助

成し、高齢者の健康な暮らしを支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

継続 子ども等への任意予防接種助成事業（Ｈ３０～）          ２９６千円 

   子ども等への任意予防接種代金の半額を助成し、子育て支援、少子化対策を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

■こども医療費の助成              ＜担当課：健康福祉課＞＜P82＞ 

・事業内容     こどもの医療費（自己負担分）の無料化 

         （H29.10～対象を高校生まで拡充）  

         ※保険適用外のもの（入院時の食事代、薬の容器代等）は対象外 

・事業主体     阿武町 

・負担区分     町 100％ 

■高齢者インフルエンザ予防接種の助成      ＜担当課：健康福祉課＞＜P96＞ 

・事業内容     75歳以上…全額 

         65歳以上…自己負担額1,490円 

・事業主体     阿武町 

・負担区分     町 100% 

■子ども等への任意予防接種の半額助成      ＜担当課：健康福祉課＞＜P96＞ 

・事業内容  風しんﾜｸﾁﾝ（妊娠を希望する女性とその家族）、 

流行性耳下腺炎（２回）、 

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（乳幼児…2回、小中高生…1回、妊婦…1回） 

・事業主体    阿武町 

・負担区分   町 100% 
 

■予防接種等償還払金              ＜担当課：健康福祉課＞＜P96＞ 

・事業内容     ５０歳以上…半額（５，０００円程度） 

  ・事業主体     阿武町 

  ・負担区分     町 100% 



- 19 - 

新規 特定不妊治療支援事業（Ｒ５）                  ４９５千円 

   次世代育成支援の一環として、不妊に悩む方々に不妊治療の一部を助成し、不妊治

療への経済的負担の軽減を図り、子どもを生み育てやすい環境づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■不妊治療費扶助費               ＜担当課：健康福祉課＞＜P96＞ 

・事業内容    特定不妊治療   １回につき最大8万円 

一般不妊治療   年度毎１人につき上限3万円 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    町 100% (一般不妊治療 県 50% 町 50%) 
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３ 人が集まるまちづくり （観光／住宅／移住定住／交流／交通） 

 

継続 観光振興事業（Ｒ５）                    ２,０００千円 

   民間の観光組織（阿武町観光ナビ協議会(あぶナビ)）の運営支援を行い、多様な関 

係者と連携し、阿武町の稼げる観光を目指し、町の産業振興を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 西台展望台設置事業（Ｒ５）                 ９,０００千円 

西台に展望台を設置し、観光拠点整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

新規 道の駅阿武町登録３０周年記念事業（Ｒ５）          １，５００千円 

   道の駅登録３０周年の節目に、モニュメントを建立し、記念式典及び交流イベント

を開催し、道の駅発祥の駅として更なる発展を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観光振興事業補助金           ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P120＞ 

・事業内容   あぶナビの運営補助 

・事業主体    阿武町             

・負担区分  国 100%  

■西台展望台設置工事           ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P120＞ 

・事業内容   展望台設置工事 

・事業主体    阿武町             

・負担区分  国 100%  

■道の駅発祥記念碑整備工事        ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P122＞ 

・事業内容   モニュメント設置工事、記念式典・交流イベントの開催 

・事業主体    阿武町             

・負担区分  国 100%  
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継続・拡充・新規 定住支援対策事業（Ｒ５）          ４６，７２３千円 

   人口定住促進事業の一環として実施してきた定住奨励金制度を継続するとともに、

Ｕ・Ｊ・Ｉターンの積極的な促進を図るための各種ソフト事業を実施し、人口の減少

を食い止め、活力と潤いに満ちた地域社会を形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P64～66＞ 

■各種定住奨励金の交付及びｻﾎﾟｰﾄ町民の拡大を図るためのソフト事業 

・事業内容 ■各種定住奨励金の交付 

○Uﾀｰﾝ奨励金 単身世帯10万円、家族世帯20～50万円 

※拡65歳未満 

○Iﾀｰﾝ奨励金 単身世帯10万円、家族世帯20～50万円 

○就業支度金 町内就業10万円、町外就業5万円 

ただし、町内1次産業就業に5万円加算 

○結婚祝金 10万円 

出産祝金（｢阿武っ子出産祝金｣) 

第1子20万円 

第2子30万円 

第3子50万円 

第4子以上100万円 

○住宅取得補助金 取得費の1/10 

上限 新築150～230万円、中古30万円 

※対象者 新婚世帯、子育て世帯、Iﾀｰﾝ世帯、 

Uﾀｰﾝ世帯(50歳以下) 

○リフォーム補助金 改修費の1/2 

上限 町内業者100万円、町外業者75万円 

○不要物の撤去補助金 経費1/2 上限30万円 

○家賃補助金 月額家賃1/2 月額上限2万円×2年間 

○新婚新生活支援補助金 引越費用等実額補助 

※30歳以下で世帯所得400万円未満 

■空き家バンク等の各種ソフト事業の充実 

  ○空き家バンク事業 

  ○1/4worksプロジェクト 

  拡定住アドバイザー制度（各地区１名） 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100%   
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継続 事業者版定住促進奨励補助事業（Ｒ５）             ２,０００千円 

   町内事業者の働きかけで町外から新たに町内に移住することに対しての事業者へ 

の奨励金を交付し、定住促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 地方バス路線維持対策事業（Ｒ５)              ２８,３３７千円 

   地域生活交通の要であるバス路線について、運行会社への補助（赤字補填分）を行 

い路線を維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 デマンド型交通運行事業（Ｒ５)               ４，９９０千円 

   令和５年４月から奈古地区と宇田郷地区で、ドア・ツー・ドアのデマンド型交通サ

ービスを実施し、町民の交通利便性の向上を図ります。（福賀地区では、令和３年 

１０月からデマンド方式の福賀コミュニティ交通ふくすけ便として現在運行中。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■町営バス運行費補助金          ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P64＞

・事業内容   生活路線バス、町営バスの運行費に対する補助(赤字補填)  

※生活路線バス １路線（萩商工高校前～奈古駅前）、1日10.2回 

※町営バス    ２路線（道の駅阿武町～惣郷、道の駅阿武町～福賀）､各1日5回 

・運行主体    生活路線ﾊﾞｽ…防長交通(株)、町営ﾊﾞｽ…防長交通(株) 

・事業主体  阿武町 

・負担区分   町 100%  (運行経費の赤字補填) 

■デマンド交通              ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P62＞ 

・事業内容    普通車３台のﾘｰｽ、燃料費、運転業務委託料等 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    利用者負担定額 残りは全額町負担 

■事業者版定住促進奨励補助金       ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P118＞ 

・事業内容    対象者１人あたり20万円の奨励金を事業者に交付 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    町 100％ 
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４ 町の力となるひとづくり （保育／学校教育／社会教育／協働／住民自治） 

 

継続 子育て徹底サポート事業（Ｒ１～）                ５，０００千円 

   子育て支援、少子化対策として、国の保育料無償化に上乗せした保育料完全無償化

を実施し、子育てを行う家庭の経済的負担の軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 みどり保育園改修事業（Ｒ５）                 ３８，０００千円 

   みどり保育園本園の老朽化に伴い、劣化箇所等の改修工事を行い、保育園の魅力ア

ップを図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 みどり保育園外国青年招致事業（Ｈ２４～）           ８，１５４千円 

   保育士補助員として外国人青年を招致し、みどり保育園に通う園児が、外国青年と 

日常的にふれあい､自然に異文化や英語の言語感覚を身につけ、将来国際化に対応でき

る人材となることを目的とします。 

 

 

 

 

 

 

新規 みどり保育園発達支援事業（Ｒ５）              ２，９６０千円 

 発達支援が必要な園児の保育を支援するため、発達支援専任の保育士を雇用し、幅

広い保育ニーズに対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保育料完全無償化            ＜担当課：健康福祉課＞＜P88～P90＞ 

・事業内容  園児の保育料及び副食費を完全無償化(未満児を含む) 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■みどり保育園改修工事・設計監理委託      ＜担当課：健康福祉課＞＜P88＞ 

・事業内容  舗装改修、床、壁改修ほか 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■みどり保育園保育士補助員（外国青年）招致 ＜担当課：健康福祉課＞＜P84～P86＞ 

・事業内容  外国人青年を保育士補助員として招致（令和４年度から２人） 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■発達支援専任の保育士にかかる人件費    ＜担当課：健康福祉課＞＜P84～P86＞ 

・事業内容  園児の発達支援業務 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 
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新規 ファミリーサポートセンター広域実施事業（Ｒ５）         ２４９千円 

 はぎファミリーサポートセンターを利用可能にし、子育てサービスの利便性の向上

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

継続 伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付事業（Ｒ４～）    ２，８０７千円 

 全ての妊婦及び主に０歳から２歳までの乳幼児を養育する子育て世帯を対象に、妊

娠期から出産・子育て期まで一貫して相談に応じ、伴走型相談支援の充実を図るとと

もに、妊娠の届出や出生の届出を行った妊婦・子育て世帯に対し、出産・子育て応援

給付を一体的に実施することで、安心して出産・子育てできる環境づくりを推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 森・里・海の恵みで育つ給食事業（Ｒ４～）            ７７４千円 

   阿武町産の食材の提供回数の拡大と特色ある食材・給食の提供により、児童生徒の

食育と郷土愛の向上を図り、併せて一次産業の振興を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■阿武町産食材利用拡大事業負担金        ＜担当課：教育委員会＞＜P142＞ 

・事業内容  阿武町特産品である無角和牛、スイカ、キウイフルーツ、梨、魚等 

を使用した給食の回数の増加 

・事業主体  阿武町 

・負担区分   町 100% 

■出産・子育て応援給付金          ＜担当課：健康福祉課＞＜P96～P98＞ 

・事業内容  出産応援ギフト……妊娠１回につき５万円の現金給付 

       子育て応援ギフト…対象児童１人につき、５万円の現金給付 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  国 66.6% 県 16.7% 町 16.7% 

■伴走型相談支援 

・事業内容  妊娠届出時、妊娠８ヶ月、出産後に面談を実施し、健康状態を把握、 

支援サービス等を確認し、相談支援を行う。アンケートを電子化、来

庁予約をオンラインで実施し、相談を受けやすい体制をつくる。 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  国 66.6% 県 16.7% 町 16.7% 

■ファミリーサポート事業広域実施負担金     ＜担当課：健康福祉課＞＜P86＞ 

・事業内容  育児の援助を行いたい人と受けたい人が会員となり、会員同士が子ど 

もの世話を一時的に有料で援助し合うための調整を行う。 

・事業主体  阿武町、萩市 

・負担区分  町 100% 
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新規  子育て支援学校給食費無償化事業（Ｒ５）        ９，４９１千円 

小中学校児童生徒の給食費の全額を補助し、子育て世代の負担軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

継続 高校生修学支援事業（Ｒ５）                 ２，１４１千円 

   奈古地区に比べ高校等への通学費負担の大きい福賀地区、宇田郷地区の生徒の保護 

者を対象に、町営バスを無料化するとともに、下宿等居住者の下宿代の一部を補助し

経済的負担の格差緩和と負担軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

継続 町民センター文化ホール事業（Ｒ５）                ５，５００千円 

   質の高い舞台芸術を提供することによりホールの存在価値を高めるとともに、文化 

の振興を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

新規 町民センター等改修事業（Ｒ５)               ４９，２０２千円 

町民センターの老朽化した設備を修繕・改修・更新を行い、利便性の向上を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■給食費補助金                 ＜担当課：教育委員会＞＜P142＞ 

・事業内容     給食費補助 小中学校児童生徒１８０人分 

・事業主体     阿武町 

・負担区分     町 100% 

■高校生修学支援補助金          ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P64＞ 

・事業内容   町営バス利用の無料化(福賀・宇田郷地区の通学生) 

下宿料等に対する補助 上限月額１万円(町外高校への通学者)  

・事業主体   阿武町 

・負担区分     町 100% 

■文化ホール事業の実施         ＜担当課：教育委員会＞＜P152～P154＞ 

・事業内容  文化ホールコンサート開催、 

ジャズコンサート開催(実行委員会)への補助 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 

■町民センター改修工事、設計監理委託   ＜担当課：教育委員会＞＜P152～P154＞ 

・事業内容  図書コーナー改修、カーペット取換ほか、設計監理委託料 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 
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継続 まちの力となる人づくりプロジェクト事業（Ｒ３～）        ７７６千円 

 ３つの柱を核とした社会教育活動の取組により、「全世代がスポーツに親しむ風土

の醸成」「自ら考え物事に取組む主体性ある子どもの育成」「より豊かな生き方を探

求する」等、各世代のニーズに合った取組を実施し、これからの町の力となる人づく

りに努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 地域おこし協力隊事業（Ｒ５）                 １４，５６４千円 

   地域おこし協力隊員を雇用し、阿武町版総合戦略、地域再生計画に係るプロジェク

トを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 集落支援員事業（Ｒ５）                     １０，３５１千円 

集落支援員を設置し、阿武町暮らし支援センターの運営及びまちの縁側事業を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域おこし協力隊員による地域力の維持・強化 

＜担当課：まちづくり推進課＞＜P60～P64＞ 

 ・事業内容     地域おこし協力隊員３名の活動経費…継続１名、新規２名 

萩市と共同で地域おこし協力隊募集ｲﾍﾞﾝﾄの実施 

・事業主体     阿武町 

・負担区分     町 100% 

■集落支援員による集落の維持・強化  ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P60～P64＞ 

・事業内容  集落支援員３名の活動経費…継続２名、新規１名 

・事業主体  阿武町 

・負担区分    町 100% 

■人づくりプロジェクトの実施          ＜担当課：教育委員会＞＜P154＞ 

・事業内容  全世代が運動に親しむことができる「スポーツフェスタ」の開催 

子どもたちの思いを形にする「こどもミライプロジェクト」の実施 

時代の要請に対応した「阿武町オープンカレッジ」の開講 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100% 
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５ 未来につなぐ環境づくり （環境／土地／社会基盤） 

 

新規 阿武町リサイクルセンター内作業機械等更新事業（Ｒ５）   ２０，８１２千円 

リサイクルセンターで使用するペットボトル等圧縮梱包機、及びごみ投入用ホイー

ルローダーの更新、並びに合併浄化槽を設置し、施設内のトイレを水洗化することで、

ゴミ処理の効率化及び施設の労働環境を改善します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 県営農村災害対策整備事業（Ｒ１～）              ２，７００千円 

県営危険ため池の解消事業に対する町負担金を負担し、農業の効率化と町民の安全 

安心を確保します。 

 

 

 

 

 

 

継続 町道亀山十王堂線道路改良事業（Ｈ３０～）           ４１，２００千円 

   町道亀山十王堂線は福賀中村地区内の集落道で、現道は最小幅員２ｍ程度しかない 

ものの、近隣の町道より高い位置にあるため、豪雨による冠水被害の際の迂回路とし 

て利用されていることから、当該集落道を拡幅し、緊急車両等の通行を円滑にします。 

 

 

 

 

 

 

 

継続 鹿島大橋補修事業（Ｒ２～）                    ２４，１００千円 

   橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化が著しい町道奈古漁港線鹿島大橋の橋梁補 

修工事を実施し、鹿島大橋の長寿命化を図ります。 

 

 

 

 

 

■阿武町リサイクルセンター内作業機械等更新＜担当課：健康福祉課＞＜P98～P100＞ 

・事業内容  圧縮梱包機の更新   （８，１７１千円） 

        ホイールローダーの更新（７，４９６千円） 

       合併処理浄化槽の設置 （５，１４５千円） 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    町 100% 

■町道亀山十王堂線の道路改良          ＜担当課：土木建築課＞＜P126＞ 

  （全体計画 バイパス工事…L=191ｍ、現道拡幅…L=767ｍ、改良幅員W=5.0ｍ） 

・事業内容(Ｒ５)  改良工事、電柱移転補償等 

・事業主体       阿武町 

・負担区分       国 59.5% 町 40.5% 

■農村災害対策整備事業費負担金         ＜担当課：土木建築課＞＜P108＞ 

・事業内容  危険ため池改修工事（福賀地区１箇所…古屋） 

・事業主体  山口県 

・負担区分   国 55% 県 35% 町 8% 地元 2% 
 

■町道奈古漁港線鹿島大橋補修工事       ＜担当課：土木建築課＞＜P126＞ 
・事業内容  橋梁補修工事 

・事業主体  阿武町 
・負担区分  国 65.45% 町 34.55% 
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新規 水車橋補修事業（Ｒ５）                   ９，１００千円 

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化が著しい町道大番峠水車線水車橋の橋梁補

修設計業務を実施し、水車橋の長寿命化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 基幹町道等側溝整備事業（Ｒ５）              ３０，０００千円 

 基幹町道改修計画に基づき、老朽化が著しい町道の道路側溝の改修工事を実施し、 

快適な道路環境を確保します。 

 

 

 

 

 

 

新規 町道松原遠根線舗装補修事業（Ｒ５）                 ５，０００千円 

 町道松原遠根線の舗装及び路肩の補修を行い、農業の効率化と利用者の安全安心を 

確保します。 

 

 

 

 

 

 

新規 町道寺ノ下宮ノ浴線路肩整備事業（Ｒ５）              ６，０００千円 

 町道寺ノ下宮ノ浴線に転落防止柵等を設置し、歩行者等の安全安心を確保します。 

 

 

 

 

 

 

継続 安全安心な道路環境維持のための支障木伐採事業（Ｒ４～）     ５,０００千円 

   通行に支障をきたす恐れがある法面の支障木等の伐採を行い、町道等の安全安心な

通行を確保します。 

 

 

 

 

■水車橋橋梁補修設計業務委託料         ＜担当課：土木建築課＞＜P126＞ 
・事業内容  橋梁補修設計業務 

・事業主体  阿武町 
・負担区分  国 65.45% 町 34.55% 

■安全安心な道路環境維持のための支障木伐採工事 ＜担当課：土木建築課＞＜P128＞ 

・事業内容  伐採工事 

・事業主体   阿武町 

・負担区分   町 100% 

■町道松原遠根線舗装補修工事          ＜担当課：土木建築課＞＜P128＞ 

・事業内容  町道舗装補修工事 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100％ 

■町道寺ノ下宮ノ浴線路肩整備工事        ＜担当課：土木建築課＞＜P128＞ 

・事業内容  町道路肩整備工事 

・事業主体  阿武町 

・負担区分   町 100％ 

■道路側溝整備工事               ＜担当課：土木建築課＞＜P128＞ 

・事業内容  基幹町道側溝整備工事 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  町 100％ 



- 29 - 

継続 町道草刈作業労力負担軽減事業（Ｈ２９～）               ２０,０００千円 

     路肩をコンクリート等で覆う工事を行い、高齢化に伴い負担となっている自治会に

よる町道等の草刈作業の労力負担軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 大規模林道波佐阿武線奈古谷橋補修工事（Ｒ５）       ５，９００千円 

   建設後 39年が経過する奈古谷橋の長寿命化に向けた対策工事を実施し、林道利用者

の安全安心を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■草刈作業労力負担軽減路肩整備工事       ＜担当課：土木建築課＞＜P128＞ 

・事業内容  町道路肩整備工事  

・事業主体    阿武町 

・負担区分    町 100% 

■大規模林道波佐阿武線 奈古谷橋補修工事    ＜担当課：農林水産課＞＜P112＞ 

・事業内容  橋梁支承部の補修工事 

・事業主体  阿武町 

・負担区分  県 45% 町 55% 



- 30 - 

６ 安全安心な暮らしづくり （交通安全／防犯／防災／空き家／消費者行政） 

新規 交通安全大会開催事業（Ｒ５)                   ２３４千円 
   交通安全に関する様々なイベントを行い、町民の交通安全意識の高揚を図ります。 
 
 
 
 

 

 

 

継続 消防救急事務委託事業（Ｒ４～)              ６３，１６８千円 
 ３市（山口市、防府市、萩市）の消防本部による消防通信指令業務の共同運用にか
かる経費を負担し、高機能消防通信指令システムの導入による指令業務の迅速化・的
確化を図ります。 

 
 
 
 
 
 

 

新規 消防自動車更新事業（Ｒ５)                   １２，７７０千円 

   老朽化及び整備計画により、福賀分団小型動力ポンプ付積載車を更新し、迅速かつ 

効果的な消防活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

継続 消防団員自動車免許取得補助事業（Ｒ４～)            ３００千円 

   若い消防団員が消防車両(ポンプ車)を運転できるよう、準中型自動車免許取得費用

に対する公費を助成し、円滑な消防活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■消防自動車購入費                 ＜担当課：総務課＞＜P132＞ 

・事業内容   福賀分団小型動力ポンプ付き積載車購入 

・事業主体    阿武町 

・負担区分   町 100% 
 

■常備消防通信指令業務共同運用事業委託料      ＜担当課：総務課＞＜P132＞ 

・事業内容    常備消防通信指令業務共同運用事業委託 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    町 100% 

 

■消防団員自動車運転免許取得補助金         ＜担当課：総務課＞＜P132＞ 

・事業内容  準中型自動車免許取得補助 取得経費1/2 上限10万円  

・事業主体    阿武町 

・負担区分   町 100% 
 

■交通安全大会開催に要する経費         ＜担当課：総務課＞＜P68～P70＞ 

・事業内容  交通安全大会開催（隔年開催） 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    町 100% 
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新規 老朽危険空き家除去促進事業（Ｒ５）             ２，０００千円 

 倒壊危険家屋等不良住宅の除去に要する経費の補助を行い、居住環境等の整備改善

を図ります。 

 

 
 

 

 

 

 

継続 消費生活相談機能整備・強化事業（Ｒ５）             １７１千円 

   多様化する消費生活トラブルに対し、専門的かつ的確な相談体制を整えるため、消 

費生活相談有資格者による相談を実施し、消費生活相談機能の整備・強化を図ります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■消費生活相談員の相談に要する経費    ＜担当課：まちづくり推進課＞＜P116＞ 

・事業内容  消費生活相談有資格者による相談（月２回) 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    県 100% 

■空き家対策等補助金              ＜担当課：土木建築課＞＜P124＞ 

・事業内容   除去に要する経費の一部補助（上限100万円） 

・事業主体    阿武町 

・負担区分    国 33.3% 町 33.3% 個人33.3% 
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７ 時代に応じた行財政運営 （行財政／議会） 

 

新規 行政デジタル化推進事業（Ｒ５)                ８，０００千円 

   デジタル庁の「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」のもと、行政サービ 

スについて、デジタル技術の活用により業務の効率化等を図り、住民の利便性向上の 

実現に努めます。このため、ＤＸ推進計画等を策定し、行政デジタル化を推進し行政 

サービスの更なる向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

新規 議会ペーパーレス化システム導入事業（Ｒ５)         ３，７５４千円 

   ＤＸ推進の一貫として、議会運営にペーパーレス化システムを導入し、議会関連資

料作成に係る作業時間の短縮や、コスト削減などの業務効率化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■DX推進計画、セキュリティーポリシー改定業務委託料 ＜担当課：総務課＞＜P52＞ 

・事業内容   ＤＸ推進計画策定業務、セキュリティーポリシー改定業務 

・事業主体    阿武町 
・負担区分   町 100% 

 

■議会ペーパーレスシステム導入経費 ＜担当課：議会事務局・総務課＞＜P48～P52＞ 

・事業内容   議会ペーパーレス化システム導入 

・事業主体    阿武町 
・負担区分   町 100% 
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Ⅳ 財政の現状と見通し（一般会計） 
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- 37 - 

Ⅴ 健全化判断比率、資金不足比率  
 
 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から

健全化判断比率及び公営企業会計の資金不足比率の公表が義務づけられました。 
 阿武町の令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。 
 

   ○健全化判断比率                                           

                                      単位 ％ 

  健全化判断比率  早期健全化基準  財政再生基準 

①実 質 赤 字 比 率                 －   ※１         １５．０         ２０．０ 

②連結実質赤字比率         －   ※２         ２０．０         ３０．０ 

③実質公債費比率           ▲０．９ ※３        ２５．０        ３５．０ 

④将 来 負 担 比 率                 －   ※４      ３５０．０           － 

    ※１ 実質赤字比率は、普通会計で 6億 9998 万円の黒字であるため該当する数値（赤字額
がないことを表します。 

    ※２ 連結実質赤字比率は、全会計で 7 億 2400 万円の黒字であるため該当する数値（赤
字額）がないことを表します。 

※３ 実質公債費比率は、毎年度経常的に収入される財源のうち、実質的な公債費相当額 
の占める割合の３ヶ年平均ですが、３ヶ年の算定結果がマイナスとなり、３ヶ年平均
で ▲0.9となったものです。 

    ※４ 将来負担比率は、将来負担すべき負債が充当可能な財源で賄えることから該当する数
値(実質的な将来負担額）がないことを表します。 

 

   ○資金不足比率 
                                           単位 ％ 

 資金不足比率 経営健全化基準 

簡易水道事業特別会計             －  
 

２０．０ 
           

農業集落排水事業特別会計 － 

漁業集落排水事業特別会計 － 

      公営企業に係る３つの特別会計については、資金不足が生じておらず、該当する数値 
（資金不足額）がないことを表します。 

 
＜用語の説明＞ 
  ・実 質 赤 字 比 率        … 普通会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合 
  ・標 準 財 政 規 模        … 地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模 
                （標準税収入額等に普通交付税を加算した額） 
  ・実 質 赤 字 比 率        … 普通会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合 
 ・連結実質赤字比率        … 全会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合 
 ・実 質 公 債 費 比 率        …  普通会計が負担する地方債の元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額 

に対する比率 
  ・将 来 負 担 比 率        … 普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率 
  ・早 期 健 全 化 基 準        …  ４つの比率について各比率ごとに定められた自主的かつ計画的に健全化を図るべき基準 
                          （いずれか一つでもこの基準を超えると財政健全化計画を策定しなければなりません） 
 ・資 金 不 足 比 率        … 公営企業会計における資金不足額の事業規模に占める割合 
 ・経 営 健 全 化 基 準        …  資金不足比率について定められた自主的かつ計画的に経営の健全化を図るべき基準 
                           （基準を超えると経営健全化計画を策定しなければなりません） 
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Ⅵ 地方消費税交付金(社会保障財源化分）の使途 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


